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（３） 都道府県データに基づく合計特殊出生率と未婚率、有配偶出生率の相関分析 

○ 前章のグラフにおける推移により、合計特殊出生率が未婚率及び有配偶出生率で説明ができる

と仮定し、2010 年の国勢調査及び人口動態調査による各都道府県のデータに基づき、合計特殊

出生率と未婚率（男・女）、有配偶出生率の関係について見たのが次表です。 

 

【表 I-1】 

 合計特殊出生率との相関係数 

未婚率（女 20～49 歳） -0.478 （沖縄県を除く：-0.615） 

未婚率（男 20～49 歳） -0.638 （沖縄県を除く：-0.780） 

有配偶出生率 0.719 （沖縄県を除く：0.631） 

※相関係数とは、２種類のデータの関連性の強さを図る指標の一つで、＋が正の相関、－が負の

相関となります。±１に近いほど相関が強く、目安としては絶対値が 0.5 以上で相関があり、0.7

以上で強い相関があると考えられます。 

 

○ 上表から、合計特殊出生率と未婚率、合計特殊出生率と有配偶出生率について、ある程度強い

相関がみられます。ついで、未婚率（女 20～49 歳）と有配偶出生率を説明変数、合計特殊出生

率を目的変数として重回帰分析を行った結果が次表です。 

 

【表 I-2】 

データ 都道府県（４７） 

目的変数 2010 年合計特殊出生率 

説明変数１ 2010 年未婚率（20-49 歳女） 

説明変数２ 2010 年有配偶出生率 

決定係数 R2※ 0.971993372 ※未婚率（20-49 歳）を男にした場合：0.799178735 

計算式 合計特殊出生率＝1.443-0.0333×未婚率＋0.0143×有配偶出生率 

t 値※ 
未婚率 -26.7552255 

有配偶出生率  34.18642009 

※重回帰分析とは、１系列のデータ（目的変数）に影響を与えているデータ（説明変数）が２系列以

上ある場合の回帰分析で、決定係数（R2）が１に近いほど相関が強いことを意味し、説明変数の

t値が大きいほど目的変数への影響が強いことになります。 

 

 

 

 重回帰分析を行うと、合計特殊出生率は未婚率（女）と有配偶出生率で約97％説明することがで

き、非常に強い相関があるため、合計特殊出生率は女性の未婚率と、有配偶出生率に分けて考

えることができる。 

 未婚率の女性を男性に置き換えて重回帰分析を行うと、決定係数は0.799で女性の場合よりも低

くなるため、合計特殊出生率に対する影響は男性よりも女性の未婚率の方が強いと考えられる。 
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５  人口減少及び人口構成の変化がもたらす課題 

〇経済の供給面では、生産年齢人口の減少に伴う、労働や地域活動の担い手不足による人材獲

得の地域間競争の拡大や供給制約からの経済の低迷などが懸念される。 

 

〇需要面では、人口減少そのものを原因とする国内消費の低迷により、内需産業の縮小とそれ

に伴う雇用の減少が懸念される。 

 

〇また、総人口に占める従属年齢人口割合の増加に伴う社会保障関連経費の増加と、生産年齢

人口の減少に伴う税収の減少による財政の悪化が懸念される。さらにこのことから、人口減

少対策をはじめとする様々な政策課題への対策のための財源捻出が困難になるとともに、公

共インフラをはじめとする社会資本の維持も困難になることが懸念される。 

 

〇このほか、人口の流出や高齢化等による都市や集落の機能低下・喪失などが懸念される。 
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II 三重県における人口の将来展望 

１  めざすべき人口の将来展望 

（１） 人口の展望 

    

   ＜2060 年までの総人口に関する将来展望（政策シミュレーション結果）を社人研推計結

果と合わせてグラフで提示＞ 

 

（２） 年齢区分別人口の展望 

 

   ＜2060 年までの年齢区分別人口に関する将来展望（政策シミュレーション結果）を社人

研推計結果と合わせてグラフで提示＞ 

 

 

２  対策の方針 

（１） 人口の自然減対策 

 

   ＜「希望がかなうみえ 子どもスマイルプラン」に基づき、「子ども・思春期」「若者／

結婚」「妊娠・出産」「子育て」の各ライフステージごとに取組を推進＞ 

 

（２） 人口の社会減対策 

 

   ＜「学ぶ」「働く」「暮らす」の各ライフシーンごとに課題を掘り下げ、対策を検討＞ 

 

 

 


